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え り も 町 内 に お け る 防 風 土 手 に つ い て

～ 第1報 土 手 の 分 布 と 家 屋 と の 位 置 関 係

中 岡 利 泰1)・ 白 川 由香里2)

はじめに

えりも町は強風地域 として有名であり、強風対策

として、冬季間に設置する板垣(板 塀)、 ブロック塀

があるが、住宅建築時に風上側に土手を造成する場

合がある。近年、住宅建材の高質化により、土手造

成による強風対策の必然性が薄 らいできている。

著者 らは、えりも町以外の地域で、防風土手を確

認することがないことか ら、この土手がえりも町に

特徴的なものであることを前提に調査をおこなった。

今回、防風土手の分布、および家屋を中心 とした

土手の設置位置について調査検討をおこなった。

なお、本調査は平成16年 度博物館学実習の一貫 と

して実施 した。

調査方法

事前調査により土手は、えりも町西海岸に分布 し

ていることから、えりも町字近浦から字えりも岬ま

での地域において調査を実施 した。土手を設置する

家屋を地図上に記録 し、家屋玄関を中心 として土手

の設置位置について方位磁石を用いて観測 し記録 し

た。

今回の調査は自然傾斜 よりも高く土を積み、家屋

の周囲の一部を囲む構造物が設置 されている家屋の

みを対象 とした。斜面を切 り開いたくぼ地に家屋を

建設 している場合は、調査対象外 とした。

家屋および土手の所有者へ、土手の構築年、目的、

風向について可能な範囲で聞き込み調査をおこなっ

た。

調査期間は平成16年8月23日 、26～28日 の4日 間

であった。

結果 および考察

1.土 手 の分布 につ いて

防風土手 の分布 を図1.に 示 した。字近浦 には防

風土手 は確認 できなかった。字笛舞 か ら字大和 ノツ

ナイ地 区(以 下、A地 区)に10ヶ 所 、字本 町地 区は

0ヶ 所 、字歌別地 区か ら菊水地 区(以 下、B地 区)に

6ヶ 所 、坂岸地 区か ら油駒地 区(以 下、C地 区)に

19ヶ 所 の合計35ヶ 所 を確認す るこ とができた。
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図1.え り も町 内 に お け る 土 手 の 分布(2004年 調 査)

土手 は国道366号 線 また は道 々襟裳公 園線 よ り海

岸 に一番 近 い海 岸段 丘(小 越層)(地 質研 究所.

1956a.b.)の 縁に主に位 置 していた。 これは、 コン

ブ漁 を主 とす る漁家が、 コンブ漁のた め前浜近 くに

家屋 を建築す るた めと考 え られ る。
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図2.え りも町字大和地区の土手

海岸段丘の縁に位置 し、2階 建ての小屋に風が当

らないよう土手が設置され、その上に防風垣が作

られている例。

図3.え りも町字歌別の土手

海岸段丘の縁に位置 し、斜面を切 り開き、1階 建

ての家屋の軒先の高 さまで土手が積まれている。

図4.え りも町字東洋の土手

海岸段丘の中央部に位置 し、斜面を切 り開いて設

置された典型的な例。

2.土 手と家屋 との位置関係

家屋 を中心に した土手の位置を八方位に分類 し記

録 した。土手は家屋 を中心に、家屋の一つの側(八

方位では2方 向)に だけ設置したものから、二方向

(同3～4方 向)、 三方向(同5～6方 向)と 家屋 を

囲むよ うに設置 されていた。特徴的な家屋 と土手を

図2.図3.図4.に 示 した。

海岸段丘の斜面を切 り開き家屋を建築 した場合、

家屋の背面または側面が斜面切 り開き面(以 後、法

面 とする)に な り、家屋正面を除 く残 りの二方向ま

たは一方向に土手が設置されていた。今回は、家屋

を中心とした土手の位置を、八方位 に分け出現頻度

で検討 し、その結果を表1.に 示 した。

家屋 を中心とした土手の出現頻度(以 下、出現頻

度)は 、A地 区、B地 区、C地 区 とも、北北西が83

～100%と もっとも高 く、西北西および北北東が50

～80%と 次に高かった。西南西および東北東は16～

50%の 出現頻度であった。また、南南西、東南東お

よび南南東は0～17%と 出現頻度は低かった。

これは3地 区とも冬季の季節風である西～北風を

緩和するために、主に西北西か ら北北東にかけて防

風土手を設置していることを示 している。

3地 区とも西北西から北北東にかけての出現頻度

が高かったが、A地 区およびC地 区は、B地 区より

もいっそ う西北西から北北東に集中していた。土手

の数は6件 と少ないが、B地 区は、南南西、西南西、

東北東、東南東に土手が設置 されてお り、A地 区お

よびB地 区と比較 して、異なる傾向が認められた。

今回調査 した土手を設置する家屋の正面(玄 関)の

向きは、A地 区は南東および南～南南東、B地 区は

南および南西、C地 区は南東、南および南に向いて

おり、B地 区では、家屋の正面が南東に向いた事例

がないのが特徴であった。また、家屋正面に土手を

設置 している例はなかった。

土手を設置 している家屋をおおよその直線でつな

ぐと、北か らの方位角度が、B地 区は3350で ある
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が、A地 区は307。 、C地 区は3120で あ り、B地 区

の配列 はA地 区およびC地 区の配列 より西にかたよっ

てい た(図.1)。 これ はB地 区東 歌別 の海 岸線

(四谷崎)が 、A地 区お よびC地 区の海岸 線 よ りも

南西方 向の海 にせ り出 してい ることと一致 した。

一般 に漁 家は海岸線 に建 築 され
、その正面(玄 関)

は海 に向いてい ることが多いが、B地 区の家屋 は、

海岸線 に沿って建 築 され る場合 で も、海岸線 に正面

を向けて家屋 を建設す るのではな く、正面が南か ら

南西に向いて建設 されてい る。 このためB地 区の土

手の位 置が、A地 区お よびC地 区 と比較 して、南南

西、西南西、東 北東 お よび東 南東 に位 置 してい ると

考 えられた。

3.土 手の設置時代について

土手の所有者 ら8名 か ら聞 き込み調査 をす るこ と

がで きた。その結果、土手は、約20～40年 前(1980

～1960年 頃)に 、家屋 を新築す る際 に設置 した場合

が多 く、一番多か ったの は約30年 前(1970年 頃)に 設

置 した もので あった。一番新 しい土手 は1996年 に家

屋 を新築 した際、斜面 を切 り開きそ の土 を盛 って設

置 したものであった。

聞き取 り調査からは、土手は人手で土を盛ったも

のではなく、重機 を使 える時代になって作 られたこ

とが判明 した。

また、コンブ干場に土手が隣接していると、風が

まわ りコンブ乾燥に悪影響があることから、土手を

撤去 した事例を一例確認することができた。

4.風 について

風の風向 と強 さについては、C地 区の4件 につい

て聞 き込み調査がで きた。

1)冬 と春先 に怖い風が吹 く。

2)北 西か らの風が強 く吹 く、北風 も強 く吹 く。

3)ど の方 向か らも風 は吹 くが、季節風 は1σ月にな

る と西か ら、春 になる と東か ら吹 き、 これが少

し北 に入 る と強 くなる。

4)一 番いや な風 は南東 と西 か らの風。

4)は 、 もっ とも南東部 に位置 し、他 の土手 とは

異 な り、標高40m程 の小高い丘 上の東 ・南 ・西側 が

開けている地形 にある ことか ら、南東 と西 の風 が強

表1.家 屋を中心とした防風土手の設置方向

地 区

土
手

の
数

家屋を中心とした土手の位置の 出現 回数 とその出現頻度(%)

南 ～南西 南西 ～西 西～北西 西北～北 北 ～北東 北東 ～東 東～東南 東南 ～南

(南南西)(西 南西)(西 北西)(北 北西)(北 北東)(東 北東)(東 南 東)(南 南東)

A近 浦10件

地 区 ～ノツナイ

B歌 別6件

地区 ～菊水

C歌 露19件

地区 ～油駒

合計35件
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く吹 きつ けるこ とになる。1)2)3)の 土手 は、

なだ らかな海岸段 丘丘 陵の西端 の崖近 くに位置 して

いる。聞き込み調査の結果か ら、土手の設置 目的は、

冬 の北西の風 、春 の東 の風 を防 ぐためであ ることが

明 らかになった。

5.風 の名 称な どについて

聞 き込み調査の際、北村賢一氏(歌 別、1943年 生

まれ)か ら、風 向による風 の名称、風 に関す る言葉、

風の特徴の一例 について採録す るこ とがで きたので

報告す る。

1>風 向による風 の名称

風 向による風 の名称 を表2.に 示 した。南風 を

「くだ り」、それ よ りも西 よ りの風 を 「くだ りひ か

た」、東 よ りの風 を 「み なみや ませ 」 とい う。西

風 を 「に し」、それ よ りも南 よりの風 を 「ひかた」

といい、北 よりの風 を 「に したまかぜ 」 とい う。

北か ら北西 の間の風 を 「たま」 といい、北か ら北

東 の間の風 を 「あい」 とい う。

北風(袴 腰 山か ら吹いて くる風)は 「あい」ま

たは 「きたかぜ 」 といい、それ よ りも東 よ りの風

を 「あい しもかぜ 」 とい う。 北西の風(ア ポイ岳

か ら吹 く風)を 「北西まわ り」または 「たまかぜ」

とい う。東風(オ リオ ンが出て くる、 乙女座がで

て くる方向か ら吹 く風)を 「ひ が し」 または 「十

勝 もの」(春 の終わ り5～6月 に吹 く)と い う。

南東 か ら北 まで方 向か ら吹いて くる風 を総 じて

「や ませ」 とい う。

え りも町町勢要覧(1988)に は、え りも町 にお

ける風 の名称 が紹介 され てお り、今 回の聞き込 み

調査 の結果 と比較 した(表2)。

2>風 に関す る言葉

1)た ま風 になったか ら、波 出ないか ら、風 だけだ

か ら1日 中沖に出て も大丈夫。(秋 ごろ)

2)北 西まわ りになった ら、晩になれば凪 る。

3)ま っす ぐあいになった。

4)北 にな った ら斜 め に南西 に吹 き出す。(地 形 的

に風 が南西の沖の方向へ吹 くこと)

表2.え りも町における風 の名称の一例

風向き
・ 一 氏 の 呼

(字 歌 別 、2004年 調 査)

町 要 の 票記

(えりも町.1988)

南
南南西
南西
西南西
西
西北西
北西
北北西
北
北北東
北東
東北東
東
東南東
南東
南南東
南

くだり
くだりひかた
くだりひかた
ひかた

西
にしたまかぜ

北西まわり・たまかぜ
たまかぜ

あい・北かぜ
あいしもかぜ
しもかぜ

ひがし・十勝もの

みなみやませ
みなみやませ

くだり

せまや

▲ーl
I

l

l

l

ー

ー

瞳
塵V

くだり

くだりひかた

西風 ・西 ひかだ

あいひかだ

あい

あいしもかぜ

しもかぜ ・やませ

南やませ

くだり
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5)北 西が吹いていて も山の(東 側 の山)空 が晴れて

い た り、綿雲が2～3あ れ ば、次第 に凪 る。 こ

れ は、低気圧 が来 る前触れ でもある。

3>風 の特徴 として

1)東 か ら吹いて くる 「十勝 もの」は乾燥 してい る。

え りも町町勢要覧(1988)の 情報は、取材地および

提供者が不明であり、風向による風の名称について、

今回の調査結果 と正確な比較はできない。今回、歌

別地区四谷崎近くに居住 し、かつて船頭 をしていた

北村賢一氏による風の名称には、細やかな区別がな

されている。えりも町は太平洋に突出 した襟裳岬を

中心に東西の海岸に集落があり、風向により海況が

各地区によって大きく異なることか ら、各集落で風

の名称に相違があると推測できる。

観天望気などによる天候予測の経験がある高齢漁

業者も少なくなってきていることから、えりも町内

各地区における風の名称、風に関する言葉などの調

査が必要である。
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